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INFOPRO2011　タイムテーブル

2011年10月27日(木)

発表演題は仮題ですので変更する場合があります

　Ａ会場　みらいCANホール 　Ｂ会場　会議室２ 　C会場　会議室１

13：00～14：55

13：00～13：25 A11
早期公開・登録および遅延公開をめぐる
東アジア各国の諸問題

B11
CrossCheckを利用した論文執筆の不正
の検出とその対応について

P11 　㈱サンメディア

13：30～13：55 A12
中国特許データベース新CNIPRの徹底活
用

B12 電子ジャーナルの利用規約を考える P12 ユサコ㈱

14：00～14：25 A13
アジア特許情報のテキストマイニングによ
る解析

B13 NLM DTD から JATS へ P13 トムソン・ロイター　

14：30～14：55 A14
中国特許情報を基に、提携先選定方法の
提案

B14 リンクでつなげよう！国内情報サービス P14 シュプリンガー・ジャパン㈱

14：55～15：30

15：30～17：00 特別講演

17：30～19：30

2011年10月28日(金)

　Ａ会場　みらいCANホール 　Ｂ会場　会議室２ 　C会場　会議室１

10：00～12：30 トーク & トーク　A トーク & トーク　B

12：30～13：30

13：30～15：20

15：20～15：30

15：30～16：55

*特許調査相談コーナーの開設
　28日(金）に展示コーナー内に開設します。（相談時間は12時30分～13時30分、14時30分～16時30分です）
　　特許調査、データベース、検索ツール、検索技術などに関してお気軽にご相談下さい。
　　経験と実績のあるベテラン調査担当者が相談員として対応致します。
　　特定案件の特許検索や特許実務の詳細については範囲外とします。無料。事前申込不要です。

B21

化合物の安全性（毒性）評価情報の効率
的な収集方法

（社）化学情報協会

P23 JSTﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽｾﾝﾀｰ

P24 JST情報提供部

C33

P21

P22

　　　　　　　　　　　　休　　憩

A21

A22 英語・原語によるハイブリット検索 B22

A32

エンタープライズサーチ導入における検索
機能と投資効率に関する考察

NPO 医学中央雑誌刊行会

あなたの会社の特許・知財活動を評価す
る!?

プロダクト・レビュー２
セッションB2　情報システム・流通2

（座長：増田　豊）
セッションA2　情報検索

（座長：下川　公子）

　　　　情報交流会（於：レストラン）

プロダクト・レビュー１

　　　　　　　　　　　　　休　　憩

セッションB1　情報システム・流通1
（座長：林　和弘）

セッションA1　アジア特許
（座長：徳野　肇）

電子書籍の浸透を阻むものは何か

「はやぶさ」が挑んだ人類初の往復の宇宙旅
行、その7年間の歩み

15：30～15：55

13：30～13：55

14：00～14：25

14：30～14：55 A23

A31

B23

セッションB3　情報サービス
（座長：林　佐和子）

B32

データベースの利用者教育におけるウェ
ビナーの効用と課題

日本の大学図書館におけるデータベース
の購読状況

C32
Webサービスを利用した教材製作技術の
支援と評価

C31

政府系公開情報のドクメンテーション

日本コンピュータ化学会論文誌における
XML形式への移行

J-STAGE3の開発と国内学協会誌の電子
化状況について

J-GLOBAL foresightの構築について

電子公報全文検索時代の特許調査の注
意

B31 学生の学習姿勢を向上させる協調学習

セッションC3　情報教育
（座長：山﨑　久道）

セッションA3　Webサイトの活用
（座長：徳野　肇）

休　　憩

16：30～16：55

16：00～16：25

日米における訴訟情報の調査手法

15：00～15：20

情報サービスの利用・非利用の要因の仮
説と分析

B33







 

特別講演 
 

「 は や ぶ さ 」 が 挑 ん だ 人 類 初 の 往 復  

の 宇 宙 飛 行 、 そ の ７ 年 間 の 歩 み  
 

                 １０月２７日（木） １５：３０～１７：００ 

 

 講 師  川口 淳一郎 氏  

独立行政法人宇宙航空研究開発機構 

月・惑星探査プログラムグループプログラム ディレクタ 

宇宙科学研究所宇宙航行システム研究系 教授 

 

宇宙工学者、工学博士。1978 年 京都大学工学部卒業後、東京大

学大学院工学系研究科航空学専攻博士課程を修了し、旧文部省宇宙

科学研究所に助手として着任、2000年に教授に就任。 

現在、独立行政法人宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所（ISAS/JAXA）宇宙航行システム 

研究系教授、研究主幹、月・惑星探査プログラムグループ（JSPEC/JAXA）プログラムディレ 

クタを務める。 

また、ハレー彗星探査機｢さきがけ｣、工学実験衛星｢ひてん｣、火星探査機｢のぞみ｣などの 

ミッションに携わり、小惑星探査機｢はやぶさ｣では、プロジェクトマネージャを務めている。 

 

■講演概要 

 「はやぶさ」が実証した地球引力圏外の天体へ着陸し、往復

して帰還した宇宙飛行は、人類未到の挑戦でした。「はやぶさ」

は、昨年 6 月 13 日、その宇宙飛行を終え、オーストラリアの

ウーメラ砂漠地帯に帰還し、試料回収カプセルを無事降下・回

収することに成功しました。 

「はやぶさ」は、その飛行中、数々の故障や困難に直面しま

したが、プロジェクトのメンバ全員がよくそのミッションの目

的を共有し、そして高いモーティベーションをもって率先して

取り組み、このことが地球帰還の成功へと繋がりました。 

この講演では、打ち上げから帰還までの７年間の飛行運用を

ふりかえり、色々な局面で得られた苦心や教訓を紹介し、成果

を次世代へ繋げる方法、新たな構想を立ち上げるのに必要な取

り組み方などについて述べたいと思います。 
 

 



 

 

「あなたの会社の特許・知財活動を評価する!?」  
                           10 月 28 日（金） １０：００～１２：３０ (A 会場) 

                            

 情報のプロフェッショナルが、よりアクティブに業務に関わっていくための元気づけや、方向

性の確認のために、今回は特に、特許や知財の活動に関わるデータの知財戦略・企業経営へ

の活用という方向に焦点を絞り、知財情報を研究されている方や知財の実務担当者の方々を

話題提供者としてお招きしました。 

  それぞれのお立場からまず、その活動事例、成功事例などを 20 分程度紹介いただきます。こ

れらの話題をきっかけに会場参加者との間で質疑・討議を展開し、参加者が今回のテーマであ

る「あなたの会社の特許・知財活動を評価する!?」をキーワードに、元気が得られ、モチベーショ

ンを高め、あるいは存在意義の向上のための活動に結びつくような、熱い議論の場を提供した

いと考えています。 

 

話題提供者と話題 （予定）(50 音順) 

 

石井 康之 氏（東京理科大学） 

・企業の研究開発費と知財知財指標の関係などについて 

・知財人材の活用レベルについて思うこと 

・知財の情報担当に望まれていること 

 

国司 洋介 氏（信越ポリマー（株）） 

・知財の実務担当が考える知財活動と経営との係わり、経営層への情報提供について 

・外部の知財評価・ランキングと企業内評価のギャップの要因について 

・知財の情報担当者に求められている（不足している）と思う観点、スキルなど 

 

見上 孝一 氏（住友重機工業（株）） 

・知財の実務担当が考える知財活動と経営との係わり、経営層への情報提供について 

・知財の情報担当者に求められている（不足している）と思う観点、スキルなど 

 

米山 茂美 氏（科学技術政策研究所） 

・経営的な観点から知財情報担当者に期待すること 

・知財戦略と事業戦略との関係について 

・イノベーションと利益のための知財部のかかわりについて 

 

 

コーディネーター 

徳野 肇 氏（（株）三菱化学テクノリサーチ） 

下川公子氏（味の素（株）） 









C会場 会議室 1 ○は会場発表者、敬称略

10：00
↓ トーク＆トーク Ａ「あなたの会社の特許・知財活動を評価する!?」（Ａ会場）

12：30

10：00
↓ トーク＆トーク Ｂ「電子書籍の浸透を阻むものは何か」（Ｂ会場）

12：30

12：30～13：30 休憩

13：30～15：20 プロダクト・レビュー２ 司会：田村 紀光((社)情報科学技術協会）

P21 SciFinder(Web版)の新機能「SciPlanner」
社団法人化学情報協会

P22 医中誌Web Ver.5のご案内
特定非営利活動法人 医学中央雑誌刊行会

P23 散在する生命科学データベースを手軽に利用する
独立行政法人 科学技術振興機構 バイオサイエンスデータベースセンター

P24 平成23年度JDreamII新機能のご紹介
独立行政法人 科学技術振興機構 情報提供部

15：20～15：30 休憩

15：30～16：55 セッションC3 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 情報教育
座長 山崎 久道（中央大学）

演題C31 学生の学習姿勢を向上させる協調学習
－ Webベースの学生の学習姿勢向上支援システムの試作 －

名古屋工業大学大学院 ○橋本 創、喜㶆 嘉措
鈴鹿短期大学 田中 雅章
名古屋工業大学大学院 伊藤 孝行
東京大学政策ビジョンセンター
名古屋工業大学グリーン・コンピューティング研究所
内閣府最先端・次世代研究開発プロジェクト

演題C32 Webサービスを利用した教材製作技術の支援と評価
鈴鹿短期大学 ○田中 雅章
東京理科大学 大森 晃

演題C33 政府系公開情報のドクメンテーション
－ 特許権存続期間延長情報データベースの構築 －

ゼリア新薬工業(株) ○吉野 孝
はやぶさ国際特許事務所 川島 順
一般財団法人日本特許情報機構 藤城 享、桐山 勉
大阪工業大学大学院 知的財産研究科 都築 泉
日科情報(株) 長谷川正好、田中 宣郎
田中貴金属工業(株) 栗原 健一
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